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精 神 保 健 福 祉 家 族 会

それぞれのリカバリー

～家族として、家族会としてめざすもの～

私の体験……

出日のない迷路で進むべき道を失ったよう

な苦 しみと辛さは、私たち精神障がい当事者

を抱える家族が、すべて背負つてきた体験で

す。

私、黒川は精神障がい者家族会発足の日、

はじめて自分以外の家族の体験談を聞き、「 自

分だけが悩みを抱えているのではないんだ」

と知りました。涙を抑えながら、体が震えて

いたのを覚えています。今から40年前の昭和

54年 (1979年 )の ことでした。

あの時から、私の家族会歴は始まりました。

現在は 70歳。10歳の時に母が統合失調症を発

症 しましたから、病気とのつきあいは 60年、

半世紀を超えてしまいました。

その母は 6年前に 86歳で亡くなりました。

穏やかに患を引き取つたと思います。

母は、実家を継いでくれた妹夫婦がふだん

は面倒を見ていました。私は母の患抜きが担

精神保健福祉家族会 仙台みどり会

会 長   黒川 洋

当だつたので、亡くなる少 し前まで、母を外

出に誘つていました。母は ドライプが好きだ

つたので、話しながら街路樹が色づいている

景色や、家並みや雲の動きを眺めたものです。

当時私は福祉施設での勤務の退職前で、体日

の都含に合わせて景色のよいところを回つた

り、公園を歩つたり、お昼はよく、フアミレ

スで食事をしたりしたものです。

母は、晩年にかけても服薬は欠かすことは

ありませんでした。精神症状は、昔と比べる

と緩やかになつていましたが、すでに亡くな

つている父や祖母などとは、枕もとでよく会

つて口論 していたようで、その内容は支離滅

裂なのですが、言われた言葉やつらい思いな

どを語り、こういう話を聞しヽてくれるのはヒ

ロシ (私のこと)しかいないなど、延々と話

し続けてくれたものです。
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私の思しヽ… … … ,… …・… … ……・…・… …・

病気の当事者が亡くなつた時、そのことを

理由に会を離れていった会員さんは、これま

で少なからずいらつしゃいました。それは、

もちろん引き留められるものではありません。

私、黒川はどう考えたかというと、母の弔

いの後、当時の勤務や家族会の行事には、以

前と変わらず関わつていました。家族会を辞

めるか辞めないかなどは、考えることはなか

つたと思います。

母が亡くなつた次の年に私は現役を退職 し、

その後は非常勤として同じ福祉施設に夜勤と

して入りました。2晩の夜勤をして、その後 4

日間の体日という繰り返しです。

退職 してヒマな時間が増えるなあ、と思い

ました。ところが、そのような実感はなかな

か得られませんでした。家族会として行つて

いるふだんの活動以外に、やりたいこと、や

らなければならないと思うことがたくさんあ

りました。懇談会の充実や、家族学習会、相

談事業の実施、施設部会との分離…・・などで

す。その日その日を振り返つてみるなど、考

えもしなかつたかもしれません。そういう私

の家族会活動の日々について、整理するきつ

かけを作つてくれた方がいます。社会福祉法

人ゆうゆう舎理事長、釣舟晴一さんです。

彼とは、ずいぶん普から福社のつながりで

お付き合いをしてきました。その彼に、私は 2

年前 6月の宮家連における研修会で講師を依

頼し、ア解をしヽただきました。

内容は、「超高齢化社会の中の障害当事者と

家族」～どう元気に生き抜くか～です。そぅ

したら、しばらくして釣舟さんから、「黒川さ

んにも、この研修会の中でゲス ト出演 しても

らえないか。」と、依頼が返つてきたのです。

驚いて話を聞くと、「黒川さんはお母さんが亡

くなったのに、なぜ家族会を続けているのか、

それを伝えてほししヽ」というのです。私は、

自分の思いをきちんと整理 していなかったの

で、いつたんは断つたのですが、その後も研

修会の構想などを伝えられると、断れ切れな

くなつて了解しました。

その後、私は自分の思いをなんとか整理 し

て、釣舟さんの研修会の時に、ゲス トとして

話をしました。その要約が以下のとおりです。

「 …・・参加する家族が、家族会で元気にな

つていくのが分かりました。母は亡くなり、

私は福祉施設の現役を引退しました。家族

会を知つてほしいという思い、いつしよに

元気になつてほしいという思いは強くなり

ました。

退職後、時間はできました。ライフワー

クだと思いました。年を取り、動けなくな

るまで本人を支える家族はまだ多いと言わ

れます。しかし、本人を見守 りながらも、

自分らしい生きがいを見出して、自らの人

生を歩んでしヽくことが大切であると思いま

す。私の場合は、それは家族会です。」

たぶん私は、これから 5年か 10年は、仙台

みどり会の活動を続けていけると思つていま

す。しヽつしょに考えて活動してくれる役員さ

んや、いろいろな場面でお手伝いしてくださ

る会員さんのパワーをいただきながらがんば

るつもりです。皆さまも、この仙台みどり会

をいつしょに支えていただけますよう、お願

い申し上げます。

会員さんの中には、それぞれの事情で年に

何回も足を運ぶことが難 しい方も多くいらつ

しやると思います。そのような場合でも、ど

うぞ会報に目を通していただきながら、でき

るときにご参加いただくなど、ご支援ご協力

をいただけますようお願いいたします。

目ざすのは、私たち家族それぞれが元気に

なること。身体は高齢によつて支障が出てく

るのは仕方がないことですが、志は自らの進

路を見出し歩んでいきたいものです。もちろ

ん、若しヽ会員さんたちも同様です。私たち家

族の一人ひとりがほつと息をつき、再び元気

を取り戻すことを目指しています。

現在の「仙台みどり会」進捗状況… …
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令和元年 5月 9日 に総会において提案しま

した今年度事業及び今後に向けた事業は、お

おむね順調に進んでいることを報告いたし歳

す。

全体の中から、動きの大きい 4点の事業に

ついて、これまでの状況についてお伝えしま

す。

(1)「仙台みどり会懇談会」及び「 お昼の会」

について

毎月 1回、会員や未加入の精神障がい当

事者を担える家族が、自由に参加 して思い

を出し合つたり、相談や学習を行つていま

す。

参加者は毎日、20名前後。初めてのご家

族も何度も参加しているご家族も、全員が

同じ悩みを共有してしヽる家族 (=仲間)で
ある安心感をもつて、それぞれの体験を出

し含い、いつしよに考えていただいている

と思います。順番が回つてきて、お話しじ

たくない時は「バスします」と言つていた

だくことも権利として大切にしています。

人数の多い時は、グループ分けして実施 し

ています。

終了後の「 お昼の会」も自由参加です。

ゆつくりお弁当を食べたり、お茶飲み話を

したり、ど希望の方には個別相談も行つて

(2;｀ 1裏膿研修会」の実施11り早 Y
仙台みどり会の主催行事として、懇談会

等からのニーズをもとに、これまで 2回実

施しています。
15月 9日「障害理解サポーター研修」

総会開催後、仙台市ポランティアヤンタ

ーより講師を招いて「 障害とは何かにつ

いて考える」、「 グループディスカッショ

ン」のプログラムを行いました。

・8月 28日「 生活保護の制度について」

胃葉区保護課の担当職員さんを講師に招

き、懇談会の時などに疑間の多かつた生

活保護について一緒に学習しました。

(今後の研修会は、本金報の最終ページ

をご覧くださしヽ)

(3)仙台市主催「家族による家族学習会」(以

下、「 学習会」といしヽます)への実施協力

この「学習会」は、日本に通 した家族

支援プログラムとしてコンボにより開発、

全国に普及しているものです。

昨年度、仙台市を通じて、「 みんなねつ

と」より担当者が派遣されて実施された

「学習会」に、全体で家族 10名が参加、

仙台みどり会からは 5名が参加して、無

事、終了することができました。昨年度

末には、「担当者研修会」に参加 して、全

員が担当者になる資格を得ることができ

ました。

今年度は、この資格を得た担当者で「学

習会」を開催 しています。今回、希望 し

た担当者は、私たち仙台みどり会からの

担当者 4名です。現在、毎月 1回平均で

「 学習会」を開催 しており、8月から月 1

回 5回シリーズで開催しています。

参加者からは、「 学習会が楽しみになつ

た」、「 前向きになる姿勢を作つてくれた」、

「 この学習会にきて、笑うことが大切だ

と思う」など、様々な感想をいただいて

おり、12月で終了します。

その後、今年度中には「担当者研1彦会」

が開催され、参加者の皆さんには今度は

担当者となる資格を取得する機会が得ら

れます。また同じく今年度中に「 アドバ

イザー研修会」が開催され、今年度の担

当者が、これを無事終了すると担当者に

助言、指導することのできるアドバイザ

ーの資格を得ることができることになり

ます。

こうして、私たちが以前から夢見ていた

「 話し合いと学習の場」が、仙台市内、

宮城県内に広げられる準備が整しヽつつあ

ります。会に予算の当てがなく、思案に

暮れていた時に仙台市の家族支援事業に

おける予算化は大変にありがたく感謝す

るところです。

(4)会の PRと組織強化について

上記の目的のために、これまで病院、

学校、区保健福祉センター等へ声掛けを

行い、講師派運を行つています。これま

で下記のとおり実施しました。

・8月 8日 南光台地域包括圏地域ケア会
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議 (1名 )

・9月 26日 宮城総含支所家族教室 (1名 )

・10月 7日 宮城大学看護学群  (2名 )

今後、11月より、仙台市の家族支援事

業の一環として、仙台市各区家族教室に

私は、いるいる考えすぎて疲れやすかつたり、

落ち込んだりしやすいです。

そんな訳で、精神的に行き話まりそうになる

ことが多々あります。

そういう事を気軽に話せる人もいないので、

ある程度のところで自分で処置しなくてはな

りません。

物事の捉え方や考え方を変えて、落ち込まな

しヽようにとか、元気になろう !のような手法

などがありますが、私には合わないようです。

余計に考え、結局どこから見ても現実は変え

られない、変わらない、駄日であるというこ

とにたどり着いてしまいます。

そこで、自分なりにしていることは、考える

ことを減らす、一時的な現実逃避です。
一番は寝る。

当たり前ですが、何も考えられません。

ただ、そんなに眠れるものでもありません。

それ以外の方法として、愛車の原付で宛もな

く走る。動かないでしヽると余計なことを考え

やすしヽ環境になります。運転するとしヽうこと

は、その行為自体のことをメインに考えなけ

ればなりませんので、あまり余計なことを考

秒 一時的な現実逃避

おける講師派遣を実施予定。

今回は以上です。次回また伝えさせてい

ただきます。

会計担当  伊藤 竹海

える余裕はありません。

原付なのでスピードは出せません。車 :こ 比ベ

ゆつくりなので、そんなに遠くへ行かなくと

も結構な時間がかかり、疲れます。かなり走

つたな～としヽう感覚でもガソリンは 1リ ット

ルくらいしか減つておらず、お金も掛かりま

せん。冬は出来ないのが難点。そう、このあ

との季節です。

それと、革を運転される方にお願いが。

選くて邪魔で申し訳無いのですが、法律での

制限なので、ご了承下さい。また、煽つたり、

スレスレを猛スピードで追い披かないで下さ

い。とても怖いです。頑張つて出来るだけ端

を走りますから。

現実逃避と表しているとおり、考えていた事

は何も解決 したりはしていません。ただ、一

時遮断することで、自分のこころが何とか壊

れずに少しは守ることが出来、一応、表向き

は少しまともそうに装つていられるのかなと

感じています。

他にもしている事がありますが、また何かの

機会に・・・

息子の障害の学習について

私の息子は、大学を卒業し、就職して 8年
間勤務し、30代で発症 しました。病名は、自

開症スペクトラム、2年前に統合失調症になり

仙台みどり会会員 K・ Y(女性 )

ました。

最初、症状に直面した時、私は何の知識も

なく、また情報も乏しい中で戸惑しヽと絶望に
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おちいり、これからどうなるだろうと深い悲

しみに落ちてしまいました。行政に相談 した

りして、自宅から近い作業場で 2年間働き、

その後 1年契約で働き、雇用保険で半年間手

当をいただいておりました。地震災害後、よ

ほど仕事がつらかったのか、仕事につくこと

はありません。そのような状況の中で、市政

だよりに家族教室が載つており、早々、参加

申し込みをしました。症状の違いがあるにし

ても、悩みは同じで、同じ体験をしてきた者

同士の分かち合い、共有、共感することがで

きました。

その時、昔知り含つた友人からみどり会の

話を聞き、平成 29年に入会、「仙台みどり会

懇談会」に参加し、家族との話し合いの中で、

息子の種々の気持ちを吐露することが不安で

躊躇しました。しかし、私自身、混乱の中に

いましたので、息子の今までの状況、状態を

話してみました。本人の対応で試行錯誤 して

いることを、すがる思いで話しておりました。

聴覚過敏、幻覚、薬過敏、副作用に本人が苦

しんでいる姿を見て、そばで見てしヽて傾聴 し

てあげることしかありませんでした。

私自身も、寝床に入るたびに、涙が出て苦

しかつたです。本人からは、母はいつも「笑

顔でいてほしい」と言われていました。現実

にはできませんでした。「 みどり会」の懇談会

に回数を重ねていくうち、先輩たちの助言や、

役員の方々の優 しい声がけに、大変心がやす

らぎ安心させられました。

令和に入り、仙台市と仙精連が実施する「家

族による家族学習会」に参加して、自分の間

違つていた対応の仕方や、病気、薬について

学習し、少しずつですが「ゆとり」ができた

のでしょうか、連鎖反応でしょうか、息子も

最近穏やかで、笑顔が戻つてきました。仲間

の人たちも、悩みを抱えながらも笑顔でユー

モアを交えながら談話しており、私と同じ心

境になつていると思いました。

また息子が頑張つているから、私自身もが

んばれる、私の元気の源になつていると思い、

何でもプラス思考でいくことにしています。

このような学習の取 り組みをしていただき、

周囲の方々の熱意に支えられて、認知症にな

つてもおかしくない年齢ですが、皆さんに「感

謝」の気持ちでいつぱいです。

これから先も、息子の症状は行きつ戻りつ

が続くと思しヽますが、このような悩みを持つ

ている多くの方にも、学習の広場を広めて、

心の安らぎを与えていただきたいと思つてお

ります。

再  発

息子が発病して 10数年、入院生活 10年が

)1晟ぎました。良くなるなら、毎日でも画会し

ようと思つていた気持ちも、加齢とともに気

力、体力も衰え、親の務めだと思い、面会、

外出に付き添つています。

息子には夢があり、それなり1こ 自宅にいて

頑張つていたように思います。

それは、県外に住む次男からの電話でした。

「兄が、意味不明なメールを送つてくる。何

か変だよ。統合失調症ではないか」と。それ

と同時に、奇妙な行動も見られるようになり

ました。

仙台みどり会会員 K・ A(女性 )

統合失調症とはどんな病気かも知らず、本

を読みあさり、愕然としました。相談所や病

院を廻り、「本人を連れてこれますか」の間しヽ

に、全く病識もなく、親の方が病気だと認め

ませんでした。

やつとの思いで、クリエックに通うことが

できましたが、数時間待つて、数分の診察。

医師も大勢の患者を抱えて当然なのでしよう

が ,・・。

そんな中、薬の効果も出始め、求人募集で

自ら連絡し、一か月の開店準備の仕事に行く

ようになりました。副作用に耐えながら、朝
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は自分で起き、弁当を持ち、車で通いました。

薬でこんなに変わるんだと喜んだものの、仕

事も終わり、また以前の昼夜逆転、パソコン

三昧の生活に戻ってしまいました。通院しな

がらも、薬は飲まなくなっていたのだと思い

ます。本人に管理させてしヽたことも反省です。

親の励ましの言葉も、ス トレスになつてい

たのでしょう。そして重症化し、入院施設の

ある病院に移り、今に至つています。制限さ

れた不自由な生活の中でも、開鎖病棟が落ち

着く、退院はしたいが、今は無理かなと、消

極的な言葉しか返つてきません。何度か、開

放病棟へと移 りましたが、体調を崩 し、数週

間ともたず、戻つてきます。周 りの刺激に敏

感に反応するのでしょうか。症状は、幻聴、

体感幻覚、だるさ等、幻聴も否定できるもの

ではなく、聞き入つてしまうようなもののよ

うです。そしてそれを、単語のようにノー ト

に書きとつています。

寡黙で、コミュニケーションが苦手で、ど

こか心を開ざしているかのようにも見えます。

暴言・暴力は一切ありません。生活面でも質

の低下がみられ、病院が居場所になつている

感じさえします。陰性症状がずうつと続いて

いるように思います。

医師からは、「 院内では優等生ですよ。穏や

かに過ごしています。本人の自主性を待ちま

しよう。」と言われてしヽます。

本人が一番つらいのでしょうが、親として

先の見えないトンネルの中にいるようです。

この病気は 3割は良くなり、3割は服薬しな

がら社会生活ができる、そして入院生活 20年、

30年、一生の方もいると聞いています。

知識不足からの不安、心配と親である現実.

そんな気持ちを元気にさせてくれる場が、家

族会だと思います。

症状が違つても、共感 じあえること、しヽろ

いろ気づくこと、互いに学び合えること、な

により、一人じやないんだという安堵感が得

られます。

皆さんの話を聞き、話し、「 親の明るく元気

な姿が一番の薬」を目指 し、前を向いてしヽこ

うと思います。

役員の皆さまも、当事者や仕事を持ちなが

ら会の運営や相談等、頭が下がる思いです。

これからも、よるしくお願いいたします。

水中毒の怖さ

今から 20年前、息子 (現在 40歳 )は、東

京の会社で働き、3年経つて娘にも孫が二人生

まれ、やれやれこれで一安心と、肩の荷を下

ろしたような気分になつていました。

そんな時でした。息子の様子がおかしいと

会社から電話があつたのは一。こちらに連れ

て帰 り、様子を見ることにしました。毎日、

朝早くから夜遅くまで忙 しく、うつ状態にな

り休んでいる友人も何人かいると聞いていた

ので、息子もそうなのかと思つていました。

無気力状態で、昼夜逆転の生活になりました。

当然、会社も辞めました。

医者から統合失調症と言われた時も、ゆっ

くり体めば治るだろうと思つていた無知な私

たちでした。治るどころか、どんどん症状は

仙台みどり会会員 E・ 0(女性 )

悪化していきました。

アルコールが手放せなくなり、態度が大き

くなつて私に向かつて説教するようになりま

した。何が気に食わないのか、家を出てどこ

かへ行つてしまうこともありました。1腫れ物

に触るように接 してきたのだと思いました。

捜!繁願を出したこともありました。

やつとアルコールを上めたと思つたら、今

度はコーヒーがぶ飲みが始まりました。その

次には、多量の水を飲むようになりました。1

日|こ 8リ ットルも飲むことがありました。水

なら、そんなに体に悪いことはないだろうと、

前よりは安心していました。

そんなある日、妄想状態がひどくなり、「親

が二人で俺の悪口を言つている」とか、「 変な
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メールがたくさん来ている、どうすればいい

んだろう」等と、ありもしないことを言い出

しました。

様子がおかしいと心配していたところ、急に

体中が大きくけいれんし、意識混濁状態にな

り、立つて歩けなくなつてしまいました。

緊急入院となり、総合病院のHCU(高度治

療室)に入れられました。24時間監視状態で、

水は一滴も与えられず、点滴ばかりの日々が

続きました。夜中起きて水を飲まないように、

身体を拘束されました。息子のそういう姿を

見て衝撃を受け、悲 しくなりましたが、それ

以外に方法はないのだから仕方がありません。

多量の水で血液が薄 くなつて、Na(ナ トリウ

ム)の値が低くなつて脳がやられ、意識障害を

起こしてしまったのです。「水中毒」という言

葉さえ知らずにいたことの怖さを、まざまざ

と思い知らされました。

20曰 くらいで数値も下がり退院できました

が、あと少 し遅かつたら命にかかわるところ

だつたらしいです。

その後は、私たちは必至で見守 り(監視 )し

たり、飲んだ回数を記録させたり、大変な日々

が続きました。本人はもちろん、大変なス ト

レスを感じていたと思います。

そんな時、みどり会での皆さんのお話で、

自分ばかりが大変なのではなしヽのだと感じた

ことを思しヽ出し、自分も頑張らなくてはと思

いました。

そうしているうちに、夫が肺炎で急死して

しまいました。茫然自矢となり、戸惑う私に

息子は驚いたのでしようか。その時から息子

は、人が変わつたようになりました。しヽろい

ろな仕事、手続きなど、息子の姉といつしょ

に進んでやつてくれました。

雪道を、息子はしつかり私を支えてくれまし

た。娘も驚いていました。

私がストレスで異含を悪くしたときも、食

事を作つてくれたり、病院に連れて行つてく

れ、医者の話をよく聞いて私に説明してくれ

ました。

ますます果けがひどくなつた私を、心配して

病院に連れて行こうとしますが ,,・

私は息子のことを心配しています。お互いに、

自分のことは欄に上げて、相手のことばかり

心配しています。

今も、水の量は目安 2リ ットルよりは多く

飲んでいますが、以前より良くなつてしヽるの

で、医者には「 あまり神経質にならなくてい

いですよ」と言われていますが・・・。施設に進

んでいけるようになり、積極的になつたこと

に驚いています。水中毒は、やつぱり怖いで

す。

つの状態を保ち、再発することがないよう

にと、毎日祈るばかりです。

20■ 9年 度 北 海 道 “東 北 ブ ロ ッ ク 家 族 会

精神保健福祉促進研修会 宮城大会に参加して

回と次国会報の 2回に分けてお伝えしま

宮城県精神障がい者家族連含会 (宮家連)仙 台みどり会役員

磯谷 裕治

今年度の北海道・東北ブロック家族会におけ

る宮城大会が、「時代は変わる、家族は変わる」

をテーマに、 9月 24日、台風も逸れた晴天

の中、宮城県内から 135名をはじめ、総数 240

人の参加者が集まり、仙台市シルバーセンタ

ーの交流ホールで開催されました。

今回の大会は、テーマに沿つて基調講演とシ

ンポジウムが行われ、会場の参加者からも熱

のこもつた質疑があり、有益な大会となりま

した。参加できなかつた方のために、要点と

質疑をご紹介します。
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(1)基調講演  「これからの地域医療と福祉への期待」

～地域包括ケアシステムの構築に向けて～

宮城県においては、昭和の時代から市町村の

保健師の地域精神保健活動が盛んで、先駆的

な活動が行われていました。現在、十分とは

講師 東1じ福祉大学総合福祉学部教授 東北福祉大学せんだんホスピタル副医長

精神科医      西尾 雅明 先生

言えないまでも役所に行けば、精神保健福祉

サービスを受けることが可能になつています。

す場法や告:1彦 られ る進歩

治療についても、副作用の少ない非定型抗精

神病薬が開発され、デイケア・アウトリーチ

支援の実施施設も増えてきました。「相談支

援」のケアマネジメントも導入されました。

また、「 メリデン版訪間家族支援」等の生活の

場での家族支援や、「 家族による家族学習会」

等の家族同士の支え合いも始まり、家族に対

しての支援も深まり広まりました。

仙台市では、「仙台みどり会」が懇談会の実施、

面接 '訪問 ,電話相談の試行をはじめ、「家族

による家族学習会」にも取 り組んでいます。

宮城県全体への普及が期待されます。

今から一世紀前に、東大の呉修三教授が「精

神病者氏宅監置ノ状況及ビ其続計的観察」が

発表された時代に比べれば、確かに「 時代は

変わる、家族は変わる」ということが現実に

なりました。

変わらない現実も

しかし、社会的入院の解消は進まず、「保護者

制度」が法改正 (H26年 度)されても、家

族の抱える現実は変わつていません。昨年の

兵庫県三田市や大阪府寝屋川市の事件も思い

出されます。

地域包括ケアに期待されること

精神保健福祉のシステムが活用されていなしヽ

のか、システムに不備があるかなどが、検討

されるべきでしよう。

本当の意味で「時代は変わる、家族は変わる」

とはどうしヽうことなのか、と。

国の第 5期障害福祉計画において「 精神障害

者が、地域の一員として安心して自分らしい

暮らしをすることができるよう、医療、障害

福祉・介護、住まい、社会参加 (就労 )、 地域

の助け合い、教育が包括的に確保された地域

包括ケアシステムの構築を目指す必要があ

る」「 このような精神障害にも対応した地域包

括ケアシステムの構築に当たつては、計画的

に地域の基盤を整備するとともに、市町村や

障害福祉 =介護事業者が、精神障害の程度に

よらず地域生活に関する相談に対応できるよ

うに、圏域ごとの保健 '医療・福祉関係者に

よる協議の場を通じて、精神医療機関、その

他の医療機関、地域援助事業者、市町村など

との重層的な連携による支援体制を構築 して

いくことが必要」(平成 30年度全国精神医療

審査会長 1精神保健福祉センター長会議資料

より)と され、次の事が志向されています。

①保健・医療 ・福祉関係者による協議の場の

設置、②精神障害者の住まいの確保支援、③

ピアサポートの活用、④アウトリーチ、⑤措

置入院者及び緊急措置入院者の退院後の医療

等の継続支援、⑤入院中の精神障害者の地域

移行、⑦精神障害者の家族支援、③精神障害

者の地域移行関係職員に対する研修など、多

岐に渡ります。

宮城県においても、第 5期障害福祉計画での

「包括ケアシステムの構築」は目標として掲
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げられ、宮城県障害者自立支援協議会精神障

害者部会が協議の場として位置づけられてい

ます。

仙台市におしヽても、仙台市精神保健福祉審議

会を協議の場と位置づけ、「仙台市における精

神障害者にも対応 した地域包括ケアシステム

の構築に向けて」のテーマの下、H31年 よ

り作業部会の検討課題として、①アウトリー

今後に向けて

チ支援、②措置入院者及び緊急措置入院者の

退院後の医療等の継続支援、③ピアサポート

の活用、住枚いの確保支援、④精神障害者の

地域移行関係職員に対する研修、⑤入院中の

精神障害者の地域移行等が上がつています。

患者さん本人と家族の孤立に対する支援とし

て、地域包括ケアシステムの構築が進められ

ることが大切です。

このように、家族を支える仕組みも変わりつ

つあります。ACT― J(千葉県市川市国府台 )

で行われた、家族支援の研究成果では「利用

者の支え手としての家族を専門家が支えるよ

りも、家族に替わって直接専門家が利用者を

支える方が、様々な指標で良い転機を生み出

す」ということだつた。今後、専門家が家族

に提供する支援は、家族の生活者としての側

面に対するものや、ビア活動実践者としての

※会場からの意見・質問…

Q秋田男性 :こ のような精神障害について、

素晴らしい発表をTV等マスコミなどにも

つと広報して欲しい。

A西尾先生 :介護も含め、もつと福祉サービ

スが普及していけば良いと思つています。

地域包括支援センターで老人家庭に入ると

精神障害者がいることが分かることがあり

ます。在宅サービスが進められていけば、

家庭の状況も把握できるようになる。

Q宮城男性 :私たちの家族会では「心理教育」

をしている。家族の経験を発病間もない家

族の相談・支援に役立てている。相談を受

けるスキルを身につける必要がある。今、

「 家族による家族学習会」の機会があると

知った。ぜひ、これが普及 して役立つこと

を願しヽます。

A西尾先生 :医師はお薬の処方をする。医師

は、例えば、副作用のアカシジアについて

も専門家は知識としては知つているが体験

としては知らない、生活の実感としての家

族の体験を家族会で役立てることは人事だ

と思う。

Q北海道男性 :5月の統合失調症学会で夏苅

側面が主になつていくかもしれない。それに

は、地 域包括ケアシステム」の進展が欠かせ

ないでしょう。

時代とともに学び、変わつていく家族や家族

会にエールを送 ります。本講演がテーマであ

る「 これからの地域医療と福祉医への期待」

を皆さんと今後も語り含しヽ続ける契機になる

ことを願つてやみません。

先生が言つたことを思い出した。「 こういう

場に来ないD riが多くいらつしゃる」。家

族に目を向けるより経営を見ているDr.
とに三分されていると思う。

A西尾先生 :人によつて関心は様々で、精神

療法や逮伝子研究に興味をもつ先生もいる。

私自身は学生時代から、患者さんやご家族

から学ぶことが多かつた。専門家は距離を

取らざるを得ないこともあるが。精神科医

に地域や家族に関心を持つてもらうために

は、病院の中ばかりでなく、卒業時点で訪

間するようなプログラムを持つようにすれ

ば、変わつていくと思う。

Q宮域男性 :家族が一番希望しているのは、

統合失調症が治ることです。統合失調症は

治るのか、それを先生にお聞きしたい。

A西尾先生 :やはり「治る」という希望を持

続していくことが大事。「治る」というと薬

物療法と考えますが、今日の話題のACT
で、服薬なしで訪問だけで良くなつて、幻

覚妄想状態だつた人が、幻覚はあるものの

落ち着いた例があつた。医者から言うと、

薬を使わないで良くなるというのは、極端
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かと思うが、まだまだ分からないことがあ

る。どつかの時点で根本的に治る薬が開発

されるかもしれないので、悪化させずに、

家族研修会のご案内

その時を待つという楽観的な気持ちは必要

と思う。

(次回は、午後のシンポジウムについて報告 )

リユが■fが要〒 甲%E■

「
仙台みどり会一精神保健医療についての家族研修会

テーマ「 当事者との向きあい方について」

参加費 :

令和元年 12月 4日 (水)午 後 2時 30分～4時 10分

福祉プラザ 10階 第 2研修室

講 師  東北会病院 看議師部長 森 和浩 氏

無料。直接会場へお出かけください。

□仙台みどり会懇談会の後、「お昼の会」があります。ご利用ください。

・時 間 :懇談会終了後～14時。ゆつくり息抜きをしていただくのが目的です。
・参加は自由.弁当を食べたり、お茶のみ、雑談、個別の相談もどうぞ。

日会の運営は、皆さまからの会費 (年間4.000円 )で成り立っています。ご協力を

お願いいたします。 ※会費には県の上部団体晴鍵 」の会費1.500円が含まれています。

時

所

日

場

11月 24日 日曜日 午前10:00～ 12:15 仙台福祉プラザ 10階 第2研修室

12月 15+日 日曜日 午前10:00～ 12115 仙台福祉プラザ 10階 第2研修室

1月 19日 日曜日 午前10:00～ 12:15 仙台福祉プラザ 10階 第2研修室

2月 22日 土曜日 午前10:00～ 12:15 仙台福祉プラザ 10階 第2研修室

3月 28日 土曜日 午前10100～ 12:15 仙台福祉プラザ 10階 第2研修室

～ これからの『仙台みどり会懇談会』開催の予定～

精神障がいの当事者を抱える家族同士が気軽に参加して

悩みを語り合い、体験を出し合つて学習し、お互いに元気をもらつています。
まだ会員でない方も、どうぞご遠慮なくお出かけ下さい。

令和元年 11月 版

〒981-3204 仙台市泉区寺岡1-20-16 黒川方

精神保健福祉家族会 仙 台 み ど り会 竃諄義霧拝尋

電 話=ファックス022-377-1966 ホ…ムページ http: //senrn i dor i j imdofree. com/

会員関係の皆さまの連絡先 080-2812-4835(受付時間 9時～17時)※ご相談の電話ではありません
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